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2020 年９月 23 日 

各 位 

会 社 名 株式会社ビットワングループ 

代表者名 代表取締役社長 邵 贇 

（コード番号 2338東証第二部） 

問合せ先 取締役管理部長 村山 雅経 

T E L 03-6910-0571（代表） 

 

新たな事業の開始に関するお知らせ 

 

当社は、本日開催の取締役会で、香港において、ＡＩ技術を用いた非鉄金属の商取引のマッチングを

行う新事業（以下「本件新事業」という。）を開始することを決議いたしましたので、下記のとおりお

知らせいたします。 

 

記 
 

1. 事業開始の趣旨 

 

 当社グループは、2020 年４月 10 日付け「2020 年２月期 決算短信〔日本基準〕」でお知らせした

とおり、新たな経営方針として、５Ｇ技術とＡＩ技術を融合した関連事業（以下「５Ｇ・ＡＩ等事業」

といいます。）を当期（2020 年３月１日～2021 年２月 28 日）中に立上げることを目標といたしまし

た。 

 このような状況の下、当社グループはこの度、システムソリューション事業として、本件新事業を

開始することを決定いたしました。これは、当社の目指す５Ｇ・ＡＩ等事業開始のための布石となる

ものであり、より確実で速やかに５Ｇ・ＡＩ等事業を立上げ、また、それに加えて、当社の業績を早

期に回復させるに資する事業であると考えております。 

 

2. 新たな事業の概要 

 

（１）新たな事業の内容 

 

 本件新事業は、主に中国・香港の製造メーカー（以下「顧客」という。）が、海外から銅カソー

ドなどの非鉄金属の輸入を行うにあたり、将来的にＡＩ技術を用いたオンラインプラットフォーム

を用いて、顧客と非鉄金属の売り手（以下「仕入先」という。）のマッチングを行うものです。 

事業開始直後は、リスク低減のため、オフラインでのマッチングを行いますが、ある程度取引規

模の見込みがついた段階で、オンラインプラットフォームを導入いたします。オンラインのプラッ

トフォームの運用が開始されれば、ＡＩによるデータ分析を行うことが可能となり、ＡＩ分析によ

り、例えば、顧客からの発注と仕入先の在庫をソース化して、マッチングさせる時間の短縮が実現

されたり、非鉄金属の市場価格を参考にして、注文を自動的にマッチングし、顧客に価格を提示す

ることができるようになったり、過去の仕入実績を基に、商品の種類・仕向地・原産地の好みなど

から、顧客と仕入先の出荷スケジュールに合わせて、優先的な在庫を自動的に顧客に供給すること

などが可能となります。 

 

（２）当該事業を担当する部門 

 

 本件新事業は、当社子会社である Asia TeleTech Investment Limited（以下「Asia TeleTech」
という。）の 100％子会社である Choice Ace Holdings Limited（以下「Choice Ace」という。尚、

現時点では非連結子会社。）で運営する予定です。 
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（３）当該事業の開始のために特別に支出する金額及び内容 

 

 Choice Ace へ HKD4,000,000（54,640 千円）の追加出資を行い、更に HKD8,000,000（109,280 千円）

の貸付を行うことにより、HKD12,000,000（163,920 千円）を当該事業の開始のために特別に支出す

る金額として予定しております。このうち、HKD11,500,000（157,090 千円）は大口取引用の商品在

庫購入資金として充当し、HKD500,000（6,830 千円）は、運転資金として充当する予定です。 

  

  

3. 日程 

 

（１）取締役会決議日 2020 年９月 23 日 

（２）Choice Ace への追加出資・貸付日 2020 年９月 24 日（予定） 

（３）事業開始日 2020 年 10 月１日（予定） 

 

4. Choice Ace の概要 

 

（1） 商号 Choice Ace Holdings Limited（鼎达控股有限公司） 

（2） 本店所在地 BANK OF EAST ASIA HARBOUR VIEW CENTRE NO. 56 GLOUCESTER ROAD 

WANCHAI HK 

（3） 代表者 Steven TUNG 

（4） 事業内容 オンライン・オフライン大口の商品取引 

（5） 資本金 HKD 1（13 円） 

(6) 株主 Asia TeleTech Investment Limited（当社 100％子会社）100％ 

 

5. 今後の見通し 

 

 本件による当期業績に与える影響は精査中であります。本件により、将来の業績に変更が生じる場

合は、適時開示を行う予定です。 

 

以  上 

 


